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はじめに

悠久山にある刀隊・槍隊の碑は、明治二年、小林虎三郎撰文の碑です。
そのうち、刀隊碑では隊員を褒め称える文なのですが、槍隊碑では、時代の空気
もあったのでしょうが、継之助に対する激しい叱責の文です。
河井継之助についての長岡での評価は、河井継之助記念館ての顕彰の
雰囲気はあるものの、町全体としては、いまだ定まってはおらず、というより負の
方向に固定されている感があり、その代表が、槍隊碑の文と云えます。

ここでは「故長岡藩総督河井君碑」の碑文、題額の作成者と碑文から、
河井継之助の、あまり語られない、別の側面を語りたいと思います。

たまたま、題額を書いた新政府軍参謀の黒田清隆が、北越戦争に際して、
長岡藩を降伏させて河井継之助を登用すべきと考え、「闘うな」という手紙を
継之助に送ったが届かなかった。同様の手紙を、河井の他、長岡藩士の森源三、
同様の手紙を、河井の他、長岡藩士の森源三(師の江川英龍の塾生で旧知の間)、
鵜殿団次郎(長岡生まれの幕臣)に送っているという「トリビア」的な話を聞き、
調べてみました。黒田清隆が、継之助のどこに惹かれたか、わかりませんが、
恐らく、単なる武闘派ではない、民政にも長けた人物と見抜いたのでしょう。
そのことは、三島中洲の石碑の碑文撰文で、わかります。
石碑の碑文撰文、題額の二人に依頼した経緯については、かろうじて撰文に
三島中洲が述べている程度で、黒田清隆に題額を依頼できた訳については、
私は知りませんが、ありがたいストーリーがあったに想像しています。

継之助の、武装中立などの奥にあった真の心は、どんなもの何だったか。
郷土史料館にある書、　「　民は国の本　吏は民の雇 

　西人の語を録す 子正主人に為す」
これも、根本のひとつと思います。　
西欧の商人と交流して、日本の「子正」という儒学者のために
西欧の民主主義とはこういうことだと語った言葉だそうです。

以下の、維新後に億二郎が残した言葉と同じ考え。
「薩摩、長州が、欧州列強の攻撃に数日も耐えられなかったことは、
惰眠を貪っていたということで、誠に恥ずべきことである。国内で
甲乙の強弱を論ずるべき時ではなかろう。」
「今泉鐸次郎談　　長岡恢興の恩人　三島億二郎翁」

これが慈眼寺での最後の訴えになったのではないか。
「今、いかなる時か、ご存知か。外国が日本の周辺を窺っているのに・・・」

外国と戦ってはならぬ、という気持ちが、根本にあったと思います。
「故長岡藩総督河井君碑」には、これが込められており、維新直後の当時、
これを云える人が、長岡の中におらなかった、また、そう云う人の存在が
許されなかったのでは、ないでしょうか。
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継之助の非戦・中立の思想の成り立ちは？　周囲は皆、反対だったのでは？
　　　　　　　　　　　　

山田方谷（備中松山藩）
弟子　　　　　　　　　　　　　　　

佐久間象山 --  三島億二郎 -- 河井継之助 ── 三島中洲
（碑文撰文）

小林虎三郎 （藩政改革の同志）
（槍隊碑の
　　　　　　　　　　　碑文で批判） 森源三   （黒田清隆の書簡受取）

黒田清隆（薩摩藩） 鵜殿団次郎  (黒田清隆の書簡受取）
　　　　　　　　　　　　　　　（題額の文字、 非戦を勧告）

山田方谷（師）
直接の書簡・記録は残っていないが、「戦わずして国を治める」方谷の
思想から見て,継之助が相談しておれば、非戦を勧めた可能性は高い。
三島中洲(備中松山藩での学友)
悠久山の碑文からわかるように、継之助の「民政・中立」思想を深く理解していた。

黒田清隆は、江戸 江川英龍塾で森源三から長岡藩の実情を聞き、河井という
人物を知って、何とかしたいと思った。
薩長同盟の影の立役者であったほどの黒田が、河井を何とかしたい、
なぜ、手紙を送るまで考えたのか、その背景を知りたい。

三島億二郎
億二郎は開戦には反対であったが、「前島の会談」にて、『こうなってしまった
以上、継サだけを死なせるわけにはいかない。最後まで闘い、ともに死のう。』
といい、結果的に、開戦に反対の藩論を逆転回する契機をつくる役回りを
演じてしまった。
『現代人からすれば不合理だが、剛健質実の藩風とみるべき』、という意見もある。
　　(2023年、三島億二郎顕彰法要時の第四北越ミュージアム開設責任者の井辺氏講演)

小林虎三郎
子供のころからの友人であったが、明治2年建造の槍隊碑の碑文で、
河井継之助の開戦の判断を痛烈に批判している。
鵜殿団次郎
中国、インドでの列強侵略や、１８６１年のロシア軍艦による、海軍基地建設を
目的とし対馬不法占拠事件などで、外圧の脅威を熟知していた蕃書調所教授
であった団次郎としては、北陸戊辰戦争はあり得ない選択と認識していたはず。
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河井君碑と黒田清隆、三島中洲

１．石碑と碑文撰文、題額

２．石碑の関連人物

（１）題額の黒田清隆　　「闘うな」という手紙を継之助に送ったが届かなかった。

同様の手紙を長岡藩士の森源三、鵜殿 団次郎(後に幕臣)に送付。

（２）森源三

（３）鵜殿 団次郎

（４）碑文撰文の三島中洲

（５）黒田清隆と森源三の共通の師の江川英龍

１．石碑と碑文撰文、題額

碑の正式な名称: 「故長岡藩総督河井君碑」

悠久山公園内にありまするが、元々は長岡城跡（現在の長岡駅前）に

建てられていた。　1918年（大正7年）に悠久山移設されました。

碑石の高さと巾、386cm, 207cm  台を含めた総高　440cm　と公園内最大クラス。

碑文: 継之助が備中松山藩で学んだ際の師・陽明学者・山田方谷の

弟子、三島中洲が撰文。

題額: 新政府軍の参謀として長岡城攻略にあたった黒田清隆によるもの。

敵味方の関係を超えて、河井継之助の人物や功績が高く評価されていたことを

示すものとして知られています。 

北越戦争に際しては、黒田は長岡藩を降伏させて河井継之助を登用すべきと

考え、「闘うな」という手紙を継之助に送ったが届かなかった。

同様の手紙を、河井の他、長岡藩士の森源三、鵜殿団次郎に送っているとのこと。

黒田清隆と森源三は、師の江川英龍の塾生で旧知の間柄。

２．石碑の関連人物

（１）黒田清隆（くろだ きよたか1840- 1900）は、日本の陸軍軍人、政治家。

1888年（明治21年）～1889年（明治22年）にかけ第2代内閣総理大臣を務めた。

陸軍軍人としての階級は陸軍中将。栄典は従一位大勲位伯爵。通称は仲太郎、了介。

薩摩藩士として、幕末に薩長同盟のため奔走し、明治元年（1868年）から明治2年

（1869年）の戊辰戦争に際しては北越から庄内までの北陸戦線と、箱館戦争で

新政府軍の参謀として指揮を執った。

開拓次官、後に開拓長官として明治3年（1870年）から明治5年（1872年）まで

北海道の開拓を指揮。開拓使トップを兼任しつつ、政府首脳として東京にあり、

明治9年（1876年）に日朝修好条規を締結し、同10年（1877年）の西南戦争では

熊本城の解囲に功あり。翌年に大久保利通の暗殺後、薩摩閥の重鎮となった。

薩摩藩士・黒田仲佐衛門清行の長男として生まれた。黒田家は家禄わずか4石の
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下級武士だった。

なお、明治期に子爵になった黒田清綱の家（記録奉行や教授を輩出していた。

代々小番。清綱の甥・養嗣子が黒田清輝）と同族であるが、遠縁であるという。

文久3年（1863年）、薩英戦争に参加した後、江戸で砲術を学び、皆伝を受けた。

慶応2年（1866年）の薩長同盟に際しては、盟約の前に薩摩側の使者として長州

で同盟を説き、大坂で西郷吉之助と桂小五郎の対面を実現させた後、

再び長州に使者として赴いた。

慶応4年（1868年）の鳥羽・伏見の戦いでは薩摩藩の小銃第一隊長として戦った。

同年3月、北陸道鎮撫総督・高倉永祜の参謀に、山縣有朋とともに任命され、

鯨波戦争に勝利した。

（２）森源三(1836-1910）は、幕末の越後長岡藩士、明治期の地方官吏・政治家。

青年時代は江川英龍の塾で洋学と砲術を学び、北越戦争では河井継之助指揮

下で戦った。長岡敗戦後は藩庁に勤務して、戦後の長岡の復興に努めた。

明治2年（1869年）には藩主・牧野忠恭の命により森源三と改称し、また戦死した

河井継之助の遺族を扶養した。

森の私邸は後に北海道知事公館の前身となった

戦死した元長岡藩総督・河井継之助に実子がいなかったが、明治15年（1882年）

河井家の再興が許されたため、森源三の次男・森 茂樹を河井家の養子として

後継させている。　茂樹は、継之助の姉・千代の孫にあたる。

（３）鵜殿 団次郎（うどの だんじろう、1831 -1869年1月）

幕末期の洋学者。蕃書調所教授。諱は長養、号は春風。

長岡藩の藩校崇徳館で学問を修めた後、江戸で蘭学や英学を学ぶ。その才を

勝海舟に買われて幕臣に登用され、文久2年（1862年）に蕃書調所（前身は

蛮書和解御用）の教授となり、慶応4年（1868年）には軍艦役格より幕府目付

となる。その一方、慶応2年（1866年）に藩に軍制改革に関する意見書を提出

するなど、幕末の混乱に瀕した藩のために尽力するも、明治元年（1868年）、

38歳で病死した。河井継之助と並ぶ長岡藩の秀才であった団次郎の死は、

長岡藩の大きな損失であったとされる。著書に『万国奇観』は亡くなった後、

明治5年（1872年）刊。　異母弟に海援隊隊士の白峰駿馬がいる。

悠久山には、明治十二年建立の石碑  石碑の撰文は、右半分が勝海舟、

左半分が伊東祐亨(すけゆき)。

（４）三島中洲（ちゅうしゅう　１８３０～１９１９）

二松学舎列伝　創立者（学祖）三島 中洲

名は毅（き）、字は遠叔。天保元年、備中窪屋郡中島村（後の中洲町、

現在の岡山県倉敷市中島）に生まれた。11歳から学問を志し、14歳で
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儒学者山田方谷の門に入り陽明学を学んだ。さらに斎藤拙堂のもとで

見識を深め昌平黌において佐藤一斎に学んだ。30歳の時、備中松山藩に

仕え、幕府老中でもあった藩主板倉勝靜とともに激動の幕末を経験した。

明治維新後、新政府の命により上京、新治裁判所長、大審院判事

（現在の最高裁判所判事）を務めた。明治10年、官を辞し「漢学塾

二松学舎」を創設。多くの子弟を育成し、漢学・東洋学の発展に尽力した。

のちに東京高等師範学校教授・東京帝国大学文科教授・東宮御用掛・宮中

顧問官を歴任した。

（５）黒田清隆と森源三の共通の師の江川英龍

江川英龍（えがわ ひでたつ、1801- 1855　通称：坦庵）

英龍自身は早くから蘭学者幡崎鼎の教えを受けており、維新の三十年も前に、

海防に関する建議を行っている。その後、英龍は長崎に赴いて近代砲術を学ぶと

共に、幕府に高島流砲術を取り入れて江戸で演習を行うよう働きかけた。

これが実現し、英龍は水野忠邦に登用され、以後は西洋砲術の普及に努め、

「江川塾」を江戸に開き、全国の藩士にこれを教育した。

佐久間象山、大鳥圭介、橋本左内、桂小五郎（後の木戸孝允）、黒田清隆、

大山巌、伊東祐亨などが彼の下で学んでいる。

幕末に伊豆韮山代官を務め、韮山反射炉の建設、

品川台場（お台場）の築造、日本初のパン（兵糧パン）の製造、

種痘の普及、西洋砲術の導入など、国防、西洋文化の導入、殖産興業に

多大な功績を残した「幕末の万能人」です。 

河井継之助(1827-1868)

勝海舟　(1823-1899)

　　江戸幕府陸軍最後の陸軍総裁、明治政府の初代海軍卿を務めた。

伊東祐亨 (1843-1914)

　　初代連合艦隊司令長官を務めた。
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３．「壺中天」・改訂版

　　

（１）補足　只見の地で (22Sep 春日)

ガイドの会のバス研修で、只見の河井継之助記念館の「壺中天」を

見てきました。　大きな書でしたが、改めて感じたこと。

司馬遼太郎さんの長編時代小説、『峠』は、1966年（昭和41年）11月から

1968年（昭和43年）5月まで『毎日新聞』に連載され、1968年に新潮社で

刊行されました。「壺中天」は、その司馬さんが只見を訪れた1974年(昭和49）

に、「山水相應蒼龍窟]とともに、揮毫されたものです。

「壺中天」を揮毫した意義を、どのように解釈すべきか、についてですが、

司馬遼太郎さんは随筆集、『風塵抄 二』(1996年中央公論社刊)の中の、

「壺中の天」という名の章で、次のように書いています。なお、1),2),3)の

分かちは、春日が勝手につけました。(初出は1992年8月産経新聞)

１）自らの軍歴と年一度の中隊仲間の集まり

２）その経験の位置づけとして、壺中天の紹介

　「自分だけの理想郷というすばらしく肯定的な意味と、極めて狭小で手前

勝手の見解という否定的な意味とをあわせ持っている。」と説明しています。

３）近代史のなかの「壺中の天」。

日中戦争突入の無謀さを、「明治大正の日本は壺中の天ではなかった。

昭和になって国ぐるみ壺の中に入った。」と説明しています。

このように、92年の時点では、「壺中の天」を否定的な意味に捉えています。

司馬遼太郎さんが只見訪問で、「山水相應蒼龍窟]とともに「壺中天」という

文字を書にしたときの気持ちに、否定的な意味はなかったか、考えさせられます。　
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（２）只見の地に来て、感じたこと。

実際に、終焉の地の只見を見て、いろいろ感じました。

一番は、地形でした。自分は、山古志のような中山間地をイメージして

いましたが、実際は山中の大きな平地で、全く予想外でした。

この辺は、新潟・福島県境で、只見川としては中流域のようです。大規模

な洪水もあり、こういう平地が生まれたのでは、とか、想像が膨らみます。

２番目は、やはり、壺中天を筆にしたときの司馬遼太郎さんの心のなか。

小説「峠」執筆時とエッセイ「壺中天」執筆時との、時間差、認識の

変化でしょうか。

三番目は、記念館の展示解説をして下さった現地ガイドさんの、

「継之助愛、長岡愛」に溢れたお話も、よかったです。

田子倉から塩沢まで総戸数292の村に、一万人を超す、長岡はじめ

米沢、会津の各藩兵が続々押し寄せ、その食料調達や受け入れ対応

がままならない責任を感じて自刃した丹羽族(やから)の悲劇もあった

のに、避難軍勢の急場を救った。　会津を助ける軍勢として扱い、さらに

長岡での三カ月の防戦を、常在戦場の精神あればこそと讃える姿勢は、

感謝しかない。　話も素晴らしく、ガイドの一つのお手本を見た感じです。

医王寺のお墓も、きれいに管理されており、長岡の栄涼寺のお墓との

余りの違いに、戸惑いさえ感じました。

（３）私論・「壺中天」　　2025Dec追記

　「壺中天」は継之助が言った言葉ではないが、もしかしたら、継之助は死後に、

自分達の行動があったからこそ、反対派が敗戦で一掃され、結局は日本を

外国列強の侵略から救えた、民のためになったのではないかと、思ったかも

知れない。

MfG_J_Kawai_Tsuginosuke_another_evaluation　　壺中天


















